
（別紙４）

～ 令和　６年　１１月　３０日

（対象者数） ２件 （回答者数） ２件

～ 令和　７年　２月　２８日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和　６年　１１月　３０日

（対象数） ２件 （回答数） １件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

集団の中や普段関わっている先生方へ関わり方のフィード

バックをしていければ、集団の中での問題行動の減少にもつ

ながるように思う

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

園全体の職員の支援技術力の向上に向けて研修を行っていく

2

3

障害の子の特性に合わせた支援の方法・工夫等を実践を踏ま

えて伝えることができる

その子にとっての発達段階を踏まえ、スモールステップで目

標達成ができる課題を決めている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

現状として園での支援と訪問支援の両方を兼務しながらとい

うこともあり、今以上に訪問支援を充実させることがむずか

しい。

職員の経験年数に差があり、訪問支援を担えるマンパワーが

限られている

令和　６年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　７年　３月　１０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和　６年　４月　１日

○事業所名 むくの木園

○保護者評価実施期間 令和　６年　４月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


